
大正大学・地域構想研究所・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３５

基盤研究(C)（一般）

2020～2018

ペーパートレイル：高齢化、健康志向時代における自然歩道システムの役割とその再構築

Paper trail: role and reconstruction of nature trails in the aging and healthy 
oriented society

４０７２７８５６研究者番号：

古田　尚也（Furuta, Naoya）

研究期間：

１８Ｋ１１８７６

年 月 日現在  ３   ６ ２２

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究活動を通じて、国内外の様々なトレイルの現地調査を実施した。その中で、近
年環境省等が整備してきた長距離トレイルの維持管理の質が十分でないことが各地で確認される一方で、古来か
らの信仰等に根差した登拝路が様々な時代変化を経つつも比較的良好に維持管理が行われていることが確認され
た。また、江戸時代には大変隆盛を誇った修験道の拠点である大峰山、出羽三山、英彦山の三山を訪問した結
果、神仏判然令やその後の対応が、その後のこれらの山々の活用や保全状況に大きな違いを生み出していること
が示唆されれた。

研究成果の概要（英文）：We have conducted field studies at various places inside and outside of 
Japan to investigate management of nature trails. It was observed in many places where the 
government developed trails are relatively poorly managed while trails that have been used for long 
time for pilgrimage and religious purpose are relatively in good conditions. We also visited and 
compared the three major Shugendo mountains namely Omine, Dewa and Hiko and found that there are 
significant difference among these three cases.

研究分野：環境政策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて明らかになった視点やエビデンスは、自然歩道やより広く保護地域の維持管理における文化や信
仰の役割について、過去20年ほどの間国際的にも議論が進められてきてた議論を支持し、また深める内容となっ
ており、我が国における今後の自然歩道や保護地域管理に関する政策に重要な示唆を与えるとともに、本分野に
おける国際的な学術的議論に対しても貢献する重要な内容となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 
 わが国では、高齢化や健康志向を背景としてウォーキングやトレイルラン等の自然歩道（トレ
イル）を利用したアクティビティへのニーズが 1990 年代ごろから増加してきた。百名山に代表
される山岳登山については、登山口までの公共交通や自家用車によるアクセス、登山道や山小屋
等のインフラ、さらに各種のガイドブックやツアー、地図、ガイドといったソフト面のインフラ
や情報提供システムが比較的整っており、入門者から上級者まで様々な層が楽しむことができ
る幅広いサービス提供の仕組みが出来上がっている。一方で、里地・里山を中心とした歩くこと
を楽しむ自然歩道（トレイル）についても、環境省の「長距離自然歩道」や「信越トレイル」に
代表されるボトムアップ型のロングトレイルなど、近年、全国各地で様々なタイプのトレイルの
整備が進んでいる。今後とも、高齢社会の進展とともに、本格的な登山は体力的に厳しいが、健
康のために里山や里地を中心に手軽に歩けるトレイルに対するニーズの増加が予測される。実
際、体力・スポーツに関する世論調査（平成 25 年）では、今後行ってみたい運動・スポーツと
して「ウォーキング」を挙げたものの割合が 53.9%と最も高いという結果が得られている。一方
で、すでに整備されたトレイルの現状を見ると、トレイルの整備・管理・運営主体がトレイルご
とに異なっていることに加え各主体間の調整
が十分でなく、統一されたシステムとしてサー
ビスが提供されていない。その結果、ソフト面
のインフラや情報提供システムの不足、利用者
の減少、ハードの老朽化と維持管理不足という
悪循環に陥っているケースが散見される。四国
八十八箇所巡りなどの限られた成功事例はあ
るものの、トレイル同士のシステム化、ネット
ワーク全体としてのガバナンスに課題がある
ため、こうした成功例の知見も他事例に十分生
かされてない（古田 2017a, b など）。 
 
２． 研究の目的 

 
 法律で指定されたので地図には載っているが、実際には管理運営が不十分で機能していない
保護地域を指す概念として「ペーパー・パーク」という言葉がある。国立公園制度が米国から世
界各国に広がり、世界の保護地域の面積が拡大する中で、特に発展途上国で長年大きな問題とな
ってきた。こうした保護地域の管理・運営を含めたガバナンスの問題については、IUCN（国際
自然保護連合）や CBD（生物多様性条約）などの国際的な場で継続的に議論されると同時に、
学術研究面でも膨大な蓄積がある（古田 2011、古田・山崎 2012 など）。一方で、保護地域の内
外に設定されているトレイルについては、その重要性に比してこれまでそれほど国際的な議論
の中でも注目されておらず、研究的蓄積もいまだ多くない。これは、トレイルが一般的に問題が
起きやすい途上国には少なく、欧米の先進国で発達してきたこと、保護地域問題の影に隠れてき
たことなどが要因であると推察される。また、既往研究では、主としてトレイル通行に伴う私有
地へのアクセス権やコモンズ論などの法的側面からアプローチが中心である。しかし、前述した
ような現状の課題や今後のニーズを踏まえると、人々の多様なニーズにあわせたトレイルの整
備・管理やネットワーク化、トレイルを通した地域活性化や環境啓発活動など、課題解決を目指
したより実践的な計画論、政策論的アプローチから、わが国の高齢化、健康志向時代におけるト
レイルの望ましい姿を検討し、その
持続可能なガバナンスのあり方につ
いて提言を行うことが喫緊の課題と
考えられる。また、こうしたアプロ
ーチにより、現在増加している海外
からのインバウンド旅行客を里地・
里山地域に呼び込むきっかけにもな
る上、人口減少により荒廃が進む里
山地域の課題解決につながることも
期待できる。 
 以上を踏まえ、本研究は わが国
の高齢化、健康志向時代におけるト
レイルの望ましい姿やその持続可能
なガバナンスのあり方について提言を行うことを目的とした。 
  



 

 

 
３． 研究の方法 

 
 本研究では、当初日本のようなピークハントを目指す山岳登山より、里地・里山的な場所を歩
くトレイルハイクがより一般的で、多くの人に親しまれる文化として定着・成熟している欧米の
事例と日本の事例を比較検討するアプローチをとることを計画した。中でも、英国は長距離の区
間をつなぐ主要な 13 のナショナル・トレイルから、より短い距離の中小のフットパスとよばれ
るトレイルまでが全国レベルでシステム化され、20 万 km以上と網の目のように全土に張り巡
らされていることから現地調査の対象とする。同国では、フットパス、バイウェイ、長距離フッ
トパス、ナショナルトレイル等すべてのトレイルが全国地図に統一的に掲載され、紙の地図のほ
かスマートフォンや PC からも閲覧可能となっている。こうしたトレイルは地域経済や社会の発
展にも貢献しており、経済政策のひとつとしても重要な役割を果たしている。トレイルには、こ
のほかにも生態学的に脆弱な地域にビジターが集中しないように利用を分散させたり、利用者
の自然体験を通じた環境意識の向上などによって環境保全に貢献する効果、維持管理活動を通
じて複数の自治体や異なる立場のステークホルダーの結びつきや地域アイデンティティーを強
化するなどの社会関係資本へのプラスのインパクト、人口減少抑制効果も期待できると考えた。 
 しかし、海外調査に先立って行った国内の事例調査の結果、トレイルの維持管理レベルを高い
水準で保つ上で、文化的・信仰的要素や宗教施設との連携の重要性が示唆されたことから、こう
した観点から海外調査対象地について見直しを行い、同観点から比較対象となる条件を備えた
国としてブータンを選定し、現地調査を実施した。 
 また、わが国のトレイルの課題について、既往研究や資料に加え、これまで本研究グループと
して蓄積してきた知見を再整理した上で、必要に応じて国内事例についても補足調査を行う。そ
の上で、高齢化、健康志向時代におけるトレイルの望ましい姿を検討し、その持続可能なガバナ
ンスのあり方について検討を行った。 
 
 
４． 研究成果 

 
（１） 国内事例調査 
 国内では、表１に示した対象地を現地調査し、関連文献の収集や関係者へのインタビューを実
施した。これらの地域は、同表からも示唆されるように過去から現代にいたるまで、生活道、巡
礼道、自然公園の遊歩道などとして様々な形でトレイルが利用、管理されてきた。利用の水準や
管理に関するガバナンスやルールなども時代とともに変遷をしてきた。これらについて現地で
の維持管理レベルや利用形態について観察を行った結果、トレイルの維持管理レベルを高い水
準で保つ上で、文化的・信仰的要素や宗教施設との連携の重要性が示唆された。 
 現在、一般に、トレイルの維持管理は自然環境行政の枠組みの中で行われることが多いが、限
られた予算や人員的な制約により、ペーパートレイルとも呼ばれるような貧弱な維持管理水準
にとどまっているケースが多いことから、今後はより文化的・信仰的要素や宗教施設との連携を
図っていくことの重要性が示唆された。 
 
表１ 国内の調査対象地 
 日本遺産 国立公園 国定公園 都道府県立

自然公園 
世界遺産 

 
出羽三山 〇 〇    

日光  〇   〇 
大峰山  〇   〇 
熊野古道  〇   〇 
高野山   〇 〇 〇 
英彦山、国東
半島 

〇 
 

  〇  

阿南（四国遍
路） 

〇 
 

    

三徳山、大山 〇 〇    
高尾山 〇  〇   
相州大山 〇  〇   
宮島  〇   〇 

 
 
 
 



 

 

 
 
（２） 海外事例調査 
 我が国のトレイルの維持管理水準向上に資する海外の事例としてブータンのトレイルについ
て現地調査を行った。調査では、現地の政府機関、ガイド、宿泊施設等へのインタビュー調査や
統計資料等の文献調査などで情報を収集した。ブータンでは観光業が国家の主要産業の一つに
位置付けられ、観光事業や観光国家的に管理されている。ブータンで現在トレイルとして使われ
ている道は、以前は集落を結ぶ生活道路であったものが最近の自動車道の整備によって生活道
路としては使われなくなったものであるケースが多いこと、それらの維持管理については地元
の観光事業者によって行われている場合、コミ
ュニティー単位で基金を管理しながら整備や維
持管理に当てている場合など、様々なパターン
があることが分かった。また、宗教的に重要な
巡礼地については寺院や僧侶などが維持管理に
重要な役割を果たしている事も明らかになっ
た。さらに、ブータンの観光庁では今後、同国
を代表する歴史的聖人であるグル・リンポチェ
が巡礼したとされる道を新たなトレイルとして
整備していくという計画があるなど、トレイル
の整備や維持管理の面において、我が国の熊野
古道や四国遍路などとも共通する要素が明らか
になった。 
 
（３） 研究会の開催 
 本科研費の実施期間を通じて、研究メンバーが定期的に集まり、２－３か月に一度ずつ研究会
を開催した。また、令和元年度には慶應義塾大学の鈴木正崇先生をお招きし、「山岳信仰の歴史
と現代」と題したオープンセミナーを実施した。 
 
（４） 成果の公表 
 本科研費の成果は学会発表、各種の学術誌、一般誌において論文として公表したほか、ビオシ
ティ 79 号として「特集：自然と文化をつなぐデザイン―宇宙観、信仰、伝統値を生かした自然
保護」（ブックエンド社、2019年）を本科研費の成果として執筆・編集した。 
 

 
発刊：2019年 7 月 1日 
価格：2,500 円（＋消費税） 
判型：B5 判 
頁数：128 頁 
ISBN978-4-907083-54-0 C0040 
 
特集 
自然と文化をつなぐデザイン 
宇宙観、信仰、伝統知を生かした自然保護 
監修 古田尚也 国際自然保護連合（IUCN）、大正大学地域構想研究所 
 

 
 さらに、本科研費に関連して調査を行
った国内事例について英語で紹介したウ
ェブサイト Sacred Natural Sites in 
Japan(https://sacrednaturalsites-

japan.net/)を作成、公表した。 
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無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
林業経済学会2019年春季大会「森林の文化的価値と森林政策の課題」趣旨説明
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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森林技術 26-27
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 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
神々に守られた聖なる山を訪ねて

地域人 62-67

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 １．著者名

なし
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無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
自然と信仰を基盤とした元祖国際リゾート〔日光〕

地域人 ５６－６１

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
古田尚也 ３７
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ゆっくりとマイペースで豊かな国づくり〔ブータン（下）〕

地域人 ５８－６３

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
古田尚也 ３６
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
独自の発展の姿を目指す仏教と伝統の国[ブータン（上）]

地域人 52－５７

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
古田尚也 ３５
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
林政分野における国立公園に関わる研究の動向;第14回自然公園研究会「国立公園に関わる研究の動向を考
える」から;

林業経済 19-26

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
八巻一成 72(11)
 １．著者名
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なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
里山の過少利用と生態系サービスに対する期待の変化 ;筑波山地域を事例として

山林 40-47

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ２．論文標題  ５．発行年
総合力が作り出す魅力 [高尾山]

地域人 ６８－７３

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
古田尚也 ４２
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
進化を続ける自然の聖地〔高野山〕

地域人 ６１－６９

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
古田尚也 ４１
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
千年の時を越える唯一無二の歴史と文化〔三徳山・大山〕

地域人 ６４－６９

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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「ペーパートレイル」問題へのアプローチ：自然・文化の視点からの示唆

Conservation of culture related with outstanding nature

林野コモンズにおける過少利用問題と生態系サービス

 ４．発表年
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